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Ｑ１：ＪＥＬＡの歴史を簡単に教えてくだ
さい。

Ａ１：ご存知かもしれませんが、ＪＥＬＡ
は１９０９年に米国福音ルーテル教会（Ｅ
ＬＣＡ）の前身の組織によって作られた、
日本の社団法人の草分けです。ＪＥＬＡが
作られた目的は、日本にキリスト教を広め、
教育と社会福祉を充実させることにありまし
た。創設当時よりＪＥＬＡは、学校、社会
福祉施設、教会等多くのルーテル関連組織
を産み出し、それらと密接につながってい
ました。
　第２次世界大戦後、次々に私立学校法、
宗教法人法、社会福祉事業法等が制定・施
行されるようになると、日本福音ルーテル
教会（ＪＥＬＣ）を初め、そのもとにあっ
たすべての組織が独立し、それぞれが独自
の道を歩みだしました。その結果、ＪＥＬ
Ａの主たる事業は日本在住の宣教師の生活
支援となりました。以降しばらくのあいだ
ＪＥＬＡは宣教師会が運営する、宣教師支
援のための組織であったわけです。
　しかし、１９９５年に大きな転機が訪れ、
宣教師支援にとどまらない多様な公益活動を
再開することを決断しました。ＪＥＬＡ本
来の目的を遂行する時代が再び到来したとい
うことであり、私たちはここに神様の不思議
なお導きを感じないではおられません。

Ｑ２：ＪＥＬＡは現在どんな働きをしてい
ますか？

Ａ２：ＥＬＣＡから日本へ派遣される宣教
師の活動支援はいまでも重要な働きの一つ
ですが、ほかに次の5つのことを行っていま
す。

!ブラジル子ども支援：貧困、虐待等の劣
悪な家庭環境から逃れようとしてストリー
トチルドレンになりかねない子どもに、教
育と安らぎの場を提供します。

"奨学金制度：将来自国の発展に役立つ学
業に励む日本人・外国人を支えます。

#アジア子ども支援：インドとバングラデ
シュの貧困地域に安全な飲み水や学校施設

等を提供します。すべての子どもは神様の
子どもであることを覚え、プログラム名を
「神様の子どもたち」としました。

$難民支援：アジア、アフリカ等から逃れ
て日本で難民申請している人々に無償で住
居を提供し、政府の判断が出るまでの生活
を支えます。

%ボランティア派遣：ブラジル、インド、
バングラデシュ、アメリカでの奉仕活動を
希望する日本人を現地に派遣し、人間とし
て、クリスチャンとして様々なことを体験
する機会を提供します。

これらの働きをとおして社会に貢献できる
ことは、なんと素晴らしいことでしょう。
イエス様はきっと喜んでくださるはずです。

Ｑ３：ＪＥＬＡのビジョンは何ですか？

Ａ３：教育、社会福祉、宣教に関わる働き
をとおして世界中の人々とキリストの愛を
分かち合うこと、これがＪＥＬＡの使命で
す。イエス様の次のことばは、このＪＥＬ
Ａのビジョンを具体的に示すものです。
「お前たちは、わたしが飢えていたとき
に食べさせ、のどが渇いていたときに飲
ませ、旅をしていたときに宿を貸し、裸
のときに着せ、病気のときに見舞い、牢
にいたときに訪ねてくれたからだ。はっ
きり言っておく。わたしの兄弟であるこ
の最も小さい者の一人にしたのは、わた
しにしてくれたことなのである。」(マタ
イによる福音書25章35節～36節、40節)
　ＪＥＬＡの働きは、具体的な行動をとお
して自分の信仰とクリスチャンの愛を示し
なさいというイエス様の命令を実践するも
のです。

Ｑ４：日本福音ルーテル教会（ＪＥＬＣ）
の働きとＪＥＬＡの働きは、どういう関係
にあるのですか？

Ａ４：ＪＥＬＡの役割は教会の働きを補完
するものです。教会はキリスト教宣教を直
接的､本来的に担うところです。一方、ＪＥ
ＬＡは公益社団法人であり、社会一般の利

益、つまり公益のための活動が求められる
組織です。このことは、ＪＥＬＡの利点とも
言えます。なぜなら、教会ではできない幅広
い活動がＪＥＬＡには可能だからです。
一つのよい例が難民支援事業です。ＪＥＬ
Ａは日本で難民申請している人々を支援す
るにあたり、外務省、法務省といった政府
組織、そして国連難民高等弁務官事務所（Ｕ
ＮＨＣＲ）のような国際組織と緊密に連携を
とりながら、政治難民といわれる方々を支援
しています。
　ＪＥＬＡは社団法人としての利点を生か
して、社会のあらゆる分野に活動を広げて
います。そして、ＪＥＬＡの活動に関わっ
た人々が教会につながったり、教会を活性
化してくれることを期待し、祈り求めてい
ます。

Ｑ５：新しい働きの計画がありますか？

Ａ５：財政的な課題はありますが、ＪＥＬ
Ｃ、ＥＬＣＡと協議しながら、さらに社会
に貢献する活動ができないか考えています。
いま、ホスピスや子どもの支援に焦点をあ
てたプログラムを検討中です。
　ＪＥＬＡはＪＥＬＣに加えて、ＥＬＣＡ、
ＬＷＲ(世界ルーテル救済)、ＬＷＦ(世界ルー
テル連盟)、ＬＩＲＳ(ルーテル移民難民支援
機関)といった世界のルーテルの仲間と協力し
た働きの可能性をさぐってきました。こうい
った組織と力を合わせることで、より大きな
働きが可能となります。ブラジル子ども支援
を例にとると、ＥＬＣＡの内部部局である
DGM（世界宣教部門）がこの活動を強力に支
えてくれています。私たちの働きをより充実
したものにするためには、世界の様々な組織
との連携が不可欠です。

　以上でＪＥＬＡのことが少しおわかりい
ただけたでしょうか。私は、ＪＥＬＡには
素晴らしい未来が開けていると信じていま
す。ＪＥＬＡはキリストの愛を分かち合う
のに最もふさわしい活動を多角的に展開す
るため、一丸となって努力しています。
ＪＥＬＣ、ＥＬＣＡをはじめ、ご支援くだ
さるすべての皆さま、ＪＥＬＡの今後の歩
みに神さまから確かな導きと知恵が与えら
れますよう、どうか共にお祈りください。

日本福音ルーテル社団 (JELA) の活動とそのビジョン
*グリテベック事務局長が質疑応答形式でわかりやすく解説します。

 　日本福音ルーテル教会の社会福祉
における働きは、ほぼ百年前に九州
・熊本で産声をあげ、全国のルーテ
ル関係諸施設をとおして社会に大き
な貢献がなされてまいりましたし、

今も進行形です。また、「共に生きる」「わかちあいプロジ
ェクト」などの働きが運動体として、アジア・アフリカの恵
まれない人々への奉仕活動が、信徒レベル、市民レベルで展
開されています。これらをとおして、社会に大きな役割を担
っています。
　それに加えて、日本福音ルーテル社団（JELA）は、アジ
ア・ブラジルの恵まれない子供たちの支援、アジア・アフリ
カ等からの難民支援、インド・ブラジル等へのボランティア
派遣、さらに日本人・外国人のための奨学金をとおしての支
援活動を行っています。特に、JELAは社団という公益性を生
かして、教会の働きを補完するものとして重要な役割を果た
しています。
 これらの働きは、日本福音ルーテル教会がまだ十分その業を
担いえない分野でもありますが、日本福音ルーテル教会は、
世界ルーテル連盟の一員として、現在、世界宣教委員会をと
おして、アジアの恵まれない人々への支援活動（メコンプロ
ジェクト）を推し進めています。
　主の業のために共働共歩していきたいと思います。
　　　　　　　　　　　（日本福音ルーテル教会・世界宣教委員長）

　今年度、日本福音ルーテル社団
がインドネシアキリスト教会のテ
イゴール・シホンビン牧師のアジ
ア学院での研修を支えて下さって
いることに対し、心から感謝して

います。私の父、田坂誠喜が信仰を育まれたルーテル教会と
関連のある団体から、このようなご支援をいただけること
は、神様の恩寵あふれる取り計らいと感じられ､大きな喜び
と感謝の念で一杯です。４月1２日に行なわれた入学式には、
グリテベック、伊藤文雄両先生が出席してテイゴール氏を祝
福して下さいました。
　アジア学院は、１９７３年に農村伝道神学校の「東南アジ
ア科」が独立して、栃木県西那須野の地で始められたもので
すが、「共に生きるために」というモットーを掲げて、アジ
ア・アフリカの農村指導者の養成を行なってきました。以来
３０年間に、キリスト者だけでなく、イスラム教徒など他宗
教の人を含む千名以上の研修生を５1カ国から受け入れ､世界
の各地に送り出してきました。
　ユーモアを交えた親しみ深い人柄のテイゴール氏が、1２
月まで西那須野で、1，２月はフィリピンのネグロス島での
研修を経て、農民と「共に生きる」伝道者として再び祖国に
遣わされるまで、主が彼と共にいまして、豊かに導いて下さ
るよう､皆様と共に祈りたいと思います。
　　　　　　　　　　　　　　（準学校法人アジア学院校長）
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JELA NEWS創刊によせて
田坂興亜

インドネシアの牧師にアジア学
院研修費を支給

　ＪＥＬＡは今年度、インドネシア・ルー
テル教会のTigor Sihombing牧師に奨学金
を支給することを決定いたしました。　　
Sihombing師は2003年4月からアジア学
院(栃木県)で家畜飼育の研修を受けてい
ます。研修は9ヶ月の予定です。ＪＥＬＡ
はこの研修費を負担します。
　Sihombing師は1996年以来、インドネ
シアの北スマトラで牧師をされています。
家族は奥様と子どもが3人（10歳、7歳、3
歳）。今回のアジア学院での研修について
は、インドネシア・ルーテル連盟から推挙

されたものです。
　ＪＥＬＡの奨学金申込用紙にSihombing師
のこんなことばが記されています。
「一般の人々と同じ地平でものごとを見る人
こそ、本物のリーダーといえます。人類への
愛のしるしとしてキリストが弟子たちの足を
洗われたように、人々のところにくだってい
くリーダーは、地域の問題と必要を理解して
います。アジア学院でわたしはそのようなリ
ーダーになるための訓練を受け、キリストの
愛をもって奉仕する羊飼いになりたいと願っ
ています。」

(←写真)アジア学院の入学式にて。
左より、伊藤文雄師（日本福音ルーテル教会東教区長）、
Sihombing師、グリテベック（ＪＥＬＡ事務局長）

ブラジルの神学生に学費を支給

　サンパウロ市在住のMarcos Roberto de 
Lima兄は2001年にJELAの奨学金を受け、
自由バプテスト神学大学で勉強を始めまし
た。
　マルコス兄は日系ルーテル・サンパウ
ロ教会所属ヂアデマ集会の会員で、妻マ
ルシア姉と二人の子どもを持つ良き家庭
人です。月曜日から金曜日まで日中は会
社で働き、夜間に神学の勉強を続けるのは
容易なことではありません。在学３年目の
現在も家族の理解と協力を得て、ルーテル
教会の牧師となるべく一生懸命励んでいま
す。暖かい人柄と熱心な教会生活の故に
教会員からの信望も厚く、JELAは祈りな
がら良い牧師が誕生するのを待っていま
す。

(←写真)マルコス兄一家
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Ｑ１：ＪＥＬＡの歴史を簡単に教えてくだ
さい。

Ａ１：ご存知かもしれませんが、ＪＥＬＡ
は１９０９年に米国福音ルーテル教会（Ｅ
ＬＣＡ）の前身の組織によって作られた、
日本の社団法人の草分けです。ＪＥＬＡが
作られた目的は、日本にキリスト教を広め、
教育と社会福祉を充実させることにありまし
た。創設当時よりＪＥＬＡは、学校、社会
福祉施設、教会等多くのルーテル関連組織
を産み出し、それらと密接につながってい
ました。
　第２次世界大戦後、次々に私立学校法、
宗教法人法、社会福祉事業法等が制定・施
行されるようになると、日本福音ルーテル
教会（ＪＥＬＣ）を初め、そのもとにあっ
たすべての組織が独立し、それぞれが独自
の道を歩みだしました。その結果、ＪＥＬ
Ａの主たる事業は日本在住の宣教師の生活
支援となりました。以降しばらくのあいだ
ＪＥＬＡは宣教師会が運営する、宣教師支
援のための組織であったわけです。
　しかし、１９９５年に大きな転機が訪れ、
宣教師支援にとどまらない多様な公益活動を
再開することを決断しました。ＪＥＬＡ本
来の目的を遂行する時代が再び到来したとい
うことであり、私たちはここに神様の不思議
なお導きを感じないではおられません。

Ｑ２：ＪＥＬＡは現在どんな働きをしてい
ますか？

Ａ２：ＥＬＣＡから日本へ派遣される宣教
師の活動支援はいまでも重要な働きの一つ
ですが、ほかに次の5つのことを行っていま
す。

!ブラジル子ども支援：貧困、虐待等の劣
悪な家庭環境から逃れようとしてストリー
トチルドレンになりかねない子どもに、教
育と安らぎの場を提供します。

"奨学金制度：将来自国の発展に役立つ学
業に励む日本人・外国人を支えます。

#アジア子ども支援：インドとバングラデ
シュの貧困地域に安全な飲み水や学校施設

等を提供します。すべての子どもは神様の
子どもであることを覚え、プログラム名を
「神様の子どもたち」としました。

$難民支援：アジア、アフリカ等から逃れ
て日本で難民申請している人々に無償で住
居を提供し、政府の判断が出るまでの生活
を支えます。

%ボランティア派遣：ブラジル、インド、
バングラデシュ、アメリカでの奉仕活動を
希望する日本人を現地に派遣し、人間とし
て、クリスチャンとして様々なことを体験
する機会を提供します。

これらの働きをとおして社会に貢献できる
ことは、なんと素晴らしいことでしょう。
イエス様はきっと喜んでくださるはずです。

Ｑ３：ＪＥＬＡのビジョンは何ですか？

Ａ３：教育、社会福祉、宣教に関わる働き
をとおして世界中の人々とキリストの愛を
分かち合うこと、これがＪＥＬＡの使命で
す。イエス様の次のことばは、このＪＥＬ
Ａのビジョンを具体的に示すものです。
「お前たちは、わたしが飢えていたとき
に食べさせ、のどが渇いていたときに飲
ませ、旅をしていたときに宿を貸し、裸
のときに着せ、病気のときに見舞い、牢
にいたときに訪ねてくれたからだ。はっ
きり言っておく。わたしの兄弟であるこ
の最も小さい者の一人にしたのは、わた
しにしてくれたことなのである。」(マタ
イによる福音書25章35節～36節、40節)
　ＪＥＬＡの働きは、具体的な行動をとお
して自分の信仰とクリスチャンの愛を示し
なさいというイエス様の命令を実践するも
のです。

Ｑ４：日本福音ルーテル教会（ＪＥＬＣ）
の働きとＪＥＬＡの働きは、どういう関係
にあるのですか？

Ａ４：ＪＥＬＡの役割は教会の働きを補完
するものです。教会はキリスト教宣教を直
接的､本来的に担うところです。一方、ＪＥ
ＬＡは公益社団法人であり、社会一般の利

益、つまり公益のための活動が求められる
組織です。このことは、ＪＥＬＡの利点とも
言えます。なぜなら、教会ではできない幅広
い活動がＪＥＬＡには可能だからです。
一つのよい例が難民支援事業です。ＪＥＬ
Ａは日本で難民申請している人々を支援す
るにあたり、外務省、法務省といった政府
組織、そして国連難民高等弁務官事務所（Ｕ
ＮＨＣＲ）のような国際組織と緊密に連携を
とりながら、政治難民といわれる方々を支援
しています。
　ＪＥＬＡは社団法人としての利点を生か
して、社会のあらゆる分野に活動を広げて
います。そして、ＪＥＬＡの活動に関わっ
た人々が教会につながったり、教会を活性
化してくれることを期待し、祈り求めてい
ます。

Ｑ５：新しい働きの計画がありますか？

Ａ５：財政的な課題はありますが、ＪＥＬ
Ｃ、ＥＬＣＡと協議しながら、さらに社会
に貢献する活動ができないか考えています。
いま、ホスピスや子どもの支援に焦点をあ
てたプログラムを検討中です。
　ＪＥＬＡはＪＥＬＣに加えて、ＥＬＣＡ、
ＬＷＲ(世界ルーテル救済)、ＬＷＦ(世界ルー
テル連盟)、ＬＩＲＳ(ルーテル移民難民支援
機関)といった世界のルーテルの仲間と協力し
た働きの可能性をさぐってきました。こうい
った組織と力を合わせることで、より大きな
働きが可能となります。ブラジル子ども支援
を例にとると、ＥＬＣＡの内部部局である
DGM（世界宣教部門）がこの活動を強力に支
えてくれています。私たちの働きをより充実
したものにするためには、世界の様々な組織
との連携が不可欠です。

　以上でＪＥＬＡのことが少しおわかりい
ただけたでしょうか。私は、ＪＥＬＡには
素晴らしい未来が開けていると信じていま
す。ＪＥＬＡはキリストの愛を分かち合う
のに最もふさわしい活動を多角的に展開す
るため、一丸となって努力しています。
ＪＥＬＣ、ＥＬＣＡをはじめ、ご支援くだ
さるすべての皆さま、ＪＥＬＡの今後の歩
みに神さまから確かな導きと知恵が与えら
れますよう、どうか共にお祈りください。

日本福音ルーテル社団 (JELA) の活動とそのビジョン
*グリテベック事務局長が質疑応答形式でわかりやすく解説します。

 　日本福音ルーテル教会の社会福祉
における働きは、ほぼ百年前に九州
・熊本で産声をあげ、全国のルーテ
ル関係諸施設をとおして社会に大き
な貢献がなされてまいりましたし、

今も進行形です。また、「共に生きる」「わかちあいプロジ
ェクト」などの働きが運動体として、アジア・アフリカの恵
まれない人々への奉仕活動が、信徒レベル、市民レベルで展
開されています。これらをとおして、社会に大きな役割を担
っています。
　それに加えて、日本福音ルーテル社団（JELA）は、アジ
ア・ブラジルの恵まれない子供たちの支援、アジア・アフリ
カ等からの難民支援、インド・ブラジル等へのボランティア
派遣、さらに日本人・外国人のための奨学金をとおしての支
援活動を行っています。特に、JELAは社団という公益性を生
かして、教会の働きを補完するものとして重要な役割を果た
しています。
 これらの働きは、日本福音ルーテル教会がまだ十分その業を
担いえない分野でもありますが、日本福音ルーテル教会は、
世界ルーテル連盟の一員として、現在、世界宣教委員会をと
おして、アジアの恵まれない人々への支援活動（メコンプロ
ジェクト）を推し進めています。
　主の業のために共働共歩していきたいと思います。
　　　　　　　　　　　（日本福音ルーテル教会・世界宣教委員長）

　今年度、日本福音ルーテル社団
がインドネシアキリスト教会のテ
イゴール・シホンビン牧師のアジ
ア学院での研修を支えて下さって
いることに対し、心から感謝して

います。私の父、田坂誠喜が信仰を育まれたルーテル教会と
関連のある団体から、このようなご支援をいただけること
は、神様の恩寵あふれる取り計らいと感じられ､大きな喜び
と感謝の念で一杯です。４月1２日に行なわれた入学式には、
グリテベック、伊藤文雄両先生が出席してテイゴール氏を祝
福して下さいました。
　アジア学院は、１９７３年に農村伝道神学校の「東南アジ
ア科」が独立して、栃木県西那須野の地で始められたもので
すが、「共に生きるために」というモットーを掲げて、アジ
ア・アフリカの農村指導者の養成を行なってきました。以来
３０年間に、キリスト者だけでなく、イスラム教徒など他宗
教の人を含む千名以上の研修生を５1カ国から受け入れ､世界
の各地に送り出してきました。
　ユーモアを交えた親しみ深い人柄のテイゴール氏が、1２
月まで西那須野で、1，２月はフィリピンのネグロス島での
研修を経て、農民と「共に生きる」伝道者として再び祖国に
遣わされるまで、主が彼と共にいまして、豊かに導いて下さ
るよう､皆様と共に祈りたいと思います。
　　　　　　　　　　　　　　（準学校法人アジア学院校長）

JELA NEWS創刊
おめでとうございます

 渡辺純幸

JELA NEWS創刊によせて
田坂興亜

インドネシアの牧師にアジア学
院研修費を支給

　ＪＥＬＡは今年度、インドネシア・ルー
テル教会のTigor Sihombing牧師に奨学金
を支給することを決定いたしました。　　
Sihombing師は2003年4月からアジア学
院(栃木県)で家畜飼育の研修を受けてい
ます。研修は9ヶ月の予定です。ＪＥＬＡ
はこの研修費を負担します。
　Sihombing師は1996年以来、インドネ
シアの北スマトラで牧師をされています。
家族は奥様と子どもが3人（10歳、7歳、3
歳）。今回のアジア学院での研修について
は、インドネシア・ルーテル連盟から推挙

されたものです。
　ＪＥＬＡの奨学金申込用紙にSihombing師
のこんなことばが記されています。
「一般の人々と同じ地平でものごとを見る人
こそ、本物のリーダーといえます。人類への
愛のしるしとしてキリストが弟子たちの足を
洗われたように、人々のところにくだってい
くリーダーは、地域の問題と必要を理解して
います。アジア学院でわたしはそのようなリ
ーダーになるための訓練を受け、キリストの
愛をもって奉仕する羊飼いになりたいと願っ
ています。」

(←写真)アジア学院の入学式にて。
左より、伊藤文雄師（日本福音ルーテル教会東教区長）、
Sihombing師、グリテベック（ＪＥＬＡ事務局長）

ブラジルの神学生に学費を支給

　サンパウロ市在住のMarcos Roberto de 
Lima兄は2001年にJELAの奨学金を受け、
自由バプテスト神学大学で勉強を始めまし
た。
　マルコス兄は日系ルーテル・サンパウ
ロ教会所属ヂアデマ集会の会員で、妻マ
ルシア姉と二人の子どもを持つ良き家庭
人です。月曜日から金曜日まで日中は会
社で働き、夜間に神学の勉強を続けるのは
容易なことではありません。在学３年目の
現在も家族の理解と協力を得て、ルーテル
教会の牧師となるべく一生懸命励んでいま
す。暖かい人柄と熱心な教会生活の故に
教会員からの信望も厚く、JELAは祈りな
がら良い牧師が誕生するのを待っていま
す。

(←写真)マルコス兄一家
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カルカッタ最初の
井戸掘りプロジェクトを支援

JELAはLWS(Lutheran	 World	 Service)と共

同でインド西部にあるカルカッタ近郊地域

の井戸掘りを支援しています。水は生活に

欠かせないものであり、南アジア地域では

この井戸掘り作業が昔から重要なプログラ

ムとなっています。

　一つの井戸を掘るための費用は、米国ド

ルでおよそ3千ドル（日本円にすると約36万

円）です。いまJELAはインドのLWSと協議

しながら、井戸を掘る場所を選んでいると

ころです。2003年秋までには掘削作業を開

始する予定です。

　井戸掘りスポンサーシップのために現在

まで（2003年6月末現在）JELAに捧げられ

た支援金の総額は約16万円です。このお金

は上記の作業のために用いられます。こと

ばだけではなく、飲料水確保のための井戸

を掘るという行為によってキリストの愛を

人々に分かち合うことができるのは、皆様

からのご支援があってこそです。心より感

謝しております。

ジャムケッドの子どもを支援する
「神さまの子どもたち」

　｢神さまの子どもたち｣がスタートして1年

が経ちました。2003年6月末までに与えられ

たこのプログラムの支援者は、JELCの教会

と教会員の皆様を中心に約130名、4つのス

ポンサーシップと一般献金の形で捧げられた

支援金の総額は230万円にのぼります。いた

だいた献金は、インド西部のボンベイから約

百キロ離れた貧困地域ジャムケッドにすまう

子どもたちのために用いられます。なお、

JELAが支援するアロレ博士運営の同地域総

合健康プロジェクトの学校や病院は、ELCA

、LWRをはじめ世界の教会関連機関からも

支援を受けています。

　JELAのジャムケッドの子どもへの支援は

、緊急食料の提供、医療措置、教育環境改善

のそれぞれにバランスよく配分されます。

自立するためにふさわしい教育が与えられ

るなら、子どもたちの未来はより良いもの

となる、とJELAは考えています。教育こそ

、貧困状態改善のカギです。

　2002年に｢神さまの子どもたち｣に捧げら

れた献金は、以下の用途に用いられました

。

１　一人ひとりの子どもに必要に応じて緊

急食料を提供する。

２　一人ひとりの子どもに緊急医療、予防

医療を施す。

３　地域の女性たちの医療ケア・病気予防

のための訓練・研修を支援する。

４　小学校教員の給与の一部を賄う。
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ブラジルの大都市にはファヴェーラと呼ば

れる極めて貧しい人々が密集して住む地域

が点在します。狭く、暗く、不衛生で、暴

力や麻薬が蔓延することもあるファヴェー

ラの家庭は子どもたちにとって安住できる

場所ではありません。義務教育すら受けら

れない子もいます。子どもたちが夢や希望

のない家庭を見限り、ひとたび街に出てい

ってしまうと、彼らを待ち受けるのは想像

もできない非人間的な世界です。

ファヴェーラの劣悪な家庭環境がストリー

ト・チルドレンを生み出す温床となってい

ることに注目したブラジルのルーテル教会

の有志たちは、子どもたちが路上に出てい

ってしまわないように、給食、健康管理、

学習補助、技術指導、情操教育、家庭訪問

、カウンセリング等のプロクラムを備えた

子どものための教育福祉施設を作りました

。

JELAのブラジル・プロジェクトは子どもの

生きる権利を守る働きに賛同し、施設への

支援活動を続けています。今回はその中の

一つ、Programa Comunitá io da 

Reconcilição（以下Reconcilição）のニュース

をお届けします。

Reconciliçãoの
増改築計画

サンパウロ市郊外にあるReconcilia豪oは

1986年に働きを開始しました。以来、徐々

に土地を購入し建物を増築しながら、子ど

もたちと地域の人々を対象としたプログラ

ムを展開していますが、働きの需要と必要

性は依然として大きく、Reconcilia豪oでは

建物を増改築してより多くの子どもを保護

し、地域に向けた活動を充実させたいとい

う構想を温めてきました。

増改築計画は五期に分かれています。早急

に必要な工事は第一期計画であり、現在の

食事のオープンスペースを２階建てにして

階上に教室を増設し、庭に屋根付きスポー

ツエリア（多目的スペース）を整備すると

いうものです。第一期工事に掛かる費用は

約1,400万円です。日本の支援者の方々を始

めとし、アメリカ・ルーテル教会、ドイツ

・ルーテル教会にもこのための募金活動が

呼びかけられていますので、皆様のご協力

をお願いいたします。

建物の増改築完成予想図

サンパウロ日本領事館を訪問

2003年5月、JELA事務局長グリテベックと

職員の古川がサンパウロに出張し、

Reconcilia豪o	 の理事3名と共に在サンパウ

ロの日本総領事館を訪問しました。　　　

Reconcilia豪oの増改築計画を説明し、日本

の外務省から公的補助金が受けられるかど

うかのアドヴァイスを求めたところ、大き

な可能性があることが分かりました。

Reconcilia豪oでは必要な書類を準備し、本

年8月を目標に「草の根無償資金協力」に申

請することになりました。良い結果が得ら

れるようお祈りください。

(写真)外務省職員との懇談（在サンパウロ日本総領事館

にて）



 

 



 

 



 

 


